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この選挙は、わたしたちの

暮らしを託す遠賀町政のこ

れからの方向づけを左右す

る4年に1度の大切な選挙

です。

忘れずに投票しましょう。

選挙についてのお尋ねは、

遠賀町選挙管理委員会へ。

℡（293）1234

「都でかけですか」

8はい職票を済ませそ

から園

不在者投票は

選挙管理委員会でどうぞ

町内転居者の投票所は

転居の日によって変わります

枝葉日当日、仕事や旅行なとの「やむを得ない事情」で　　　　町内で転居した人は、転居の届け出日によって投票所が変
投票できない人は、不在者投票ができます。印鑑を持って　　　わります。4月10日までに町内転居した人は、新住所地（転
役場2階の選挙管理委員会へお越しください。　　　　　　　届先）の投票所で、4月10日以降に町内転居した人は、旧任
●不在者投票ができる期間　　　　　　　　　　　　　　　　　所地（転居前）の投票所で投票してください。
4月18日から22日まで（午前8時30分から午後5時まで）
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3月20日に行われた虫

（写真上）。昨年11月23
ンしたふれあいの里（同左）。ど

年度事案の目玉だ。

詩実情
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第1期工事 
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今年は骨格予算を計上しました 

居捕獲 

49億6，906万円 

会　会　夕　そ　一　の　す　ん　誠上予　費　ら　た　町 
後計Iれ般　逝（だ　会　し　算　や　継　め　長　今 

∴輩：「：：： 義務的経費 i 歳 けら に削 めて 助費 給さ 方備 入金 

平
誰
彊
彊
磐
器
彊
醜
謙
語
彊
彊
嵩

は
、
改
選
後
の
6
月
議
会
に
補
正
予
算
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
す
。

丁
の
予
算
に
は
、
一
触
会
計
の
ほ
か
に
、
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
特
別
会
計
と
は
特
定

日
の
事
業
を
行
う
と
き
・
特
定
の
収
入
を
特
定
の
支
出
に
充
て
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て

経
理
す
る
必
要
の
あ
る
と
き
に
設
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。
こ
ち
ら
は
一
年
間
の
予
算
が
決
ま
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4月1日から

事肪繰拝の
しく　みが変わり　ま　した 

し　ん　ま　ま　り　気　　ば　の　か �い大し 知保きく昨 識轟くみ年 を者変が10 、のれすにに私なでか子 3免で○く対たり’るど 

∴：∴∴三 �特のわ変一月 つ皆つわ、 こさてり予 とんいま防 がはまし按 大、すた種 切おo。法 で子特が すさに改 oん乳正 が幼さ 
っ　て　ち　と　み　か　は　　つ　こ　か　　つ 
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しえ態つ（D報種のけがはけ 騨繍 i） �℡（293）⊥ ＼「∴「∴ 言下∴ 

∴∴∴：∴∴ ル移た康か ク行う状り 締結鵬結繍 施僅体掟、受援 
4月楢「わんぱく教室璃始まりますlr孝二r

親子でどうぞ

対象は生後3か月から就学前までの乳幼児

く
の
病
気
に
対
し
て
効
果
を
あ
げ
て
き

ま
し
た
。
現
在
も
こ
う
し
た
予
防
接
種

の
重
要
性
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

②
個
人
の
健
康
を
守
る

流
行
の
予
防
だ
け
で
な
く
、
予
防
接

種
を
受
け
た
本
人
が
病
気
に
か
か
ら
な

い
よ
う
あ
る
い
は
、
か
か
っ
て
も
重
く

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
役
割
を
持
っ
て

い
ま
す
。

③
義
務
か
ら
個
人
の意

志
の
尊
重
へ

い
ま
ま
で
の
法
律
で
は
、
「
接
種
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
義
務
付

⑨
情
報
の
提
供
や

診
察
を
受
け
ま
す

リ
ン
検
査
・
B
C
G

程
の
副
反
応
に
よ

け
る
こ
と
が
あ
り

予
防
接
種
に
関
す

供
や
安
全
な
予
防

康
被
害
を
受
け
た

福
祉
課
保
健
衛
生
係
で
は
、
親

子
の
遊
び
を
テ
ー
マ
に
し
た
乳
幼

児
相
談
　
『
わ
ん
ぱ
く
教
室
」
　
を

毎
月
一
回
行
い
ま
す
。
偶
数
月
に

は
、
離
乳
食
の
試
食
と
栄
養
士
の

相
談
も
あ
り
ま
す
。

お
子
さ
ん
と
遊
び
な
が
ら
、
親

子
の
ふ
れ
あ
い
の
大
切
さ
を
実

感
、
保
護
者
ど
う
し
の
交
流
を
通



【表1】予防‡鞄の種類と対象年齢
3　　6　　9 

カ　カ　カ　1　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8　　9　10　1112　13　14　15　16 

日　月　月　巌　歳　歳　歳　歳　歳　歳　歳　歳　歳　歳　歳　歳　歳　歳11歳 

ポリオ （2回） ��JiiJiliilii ����������� � � � � � � � � 

ー　繍　　　　　　　　　i 

三種混合 鰐） �I期 （初回） （追加） � �iJJJiiJiiiiii ���������� � � � � � � � � 
I　　　　　　　　　　　　　i 

Ⅱ期 （二極混合） � � � � � � � � � � � � � � �よ…霊……： � � � � � 

麻しん （はしか） �� � � � �J � � � � � � � � � � � � � � � 
i 

風　し　ん �� � � �iJ ���ii ��� �� � � � � �J注2 �� � 
二言 � �i ��� ������ � �� 

日本脳炎 �� � � �ii ���JJiJ �� �i �� �J � � � � �J � � 
上 � �i ���� � ���� � 

B　C　G �� �J �＿．．＿＿．＿」 ��i �� �i � �羊 �� � � � �苧 �� � � － � ��T「 
「i 

J接種　　藩懇接種が望ましい年齢　　□接種が定められている年齢

※注1　三凄混合の呼び方が変わりました。

ヽ

接種の間隔と回数は変わっていません。

※注2　嵐しんは、従来は中学2年生の女子のみ行って
いましたが平成7年度から11年度までの問、男女
を問わず小学1年生の人も接種を受けられます。
また、平成7年度には、小学2年生で生後90が月
（7歳6か月）までの人も受けられますが、以前

にMMR（新三種混合）や風しんを幼児期（こ一度
受けた人は、接種する必要はありません。

※注3　小学1年生、中学1年生でBcG接種を受けた
人は小学2年生、中学2年生でツベルクリン検査
を行い、陰性の人にBCG接種をします。

【表2】予防接種実施医療機関（50書幅）

麻 �風 �日 

種 混 �種 混 �し �し �本 脳 

A 口 �∠ゝ I＝I �ん �ん �炎 

青　柳　医　院 �○ �○ �○ �○ �○ 

浅　木　病　院 �○ �○ � � �○ 

えとう小児科医院 �○ �○ �○ �○ �○ 

遠貰いそべ病院 � � � � �○ 

使愛記念病院 �○ �○ （予約） �○ �○ �○ 

橋　本　医　院 � � � � �○ 

花野外科医院 � � � � �○ 

○印の予防接種が受けられます。

策
や
保
障
が
充
実
し
ま
す
。

⑥
予
防
接
種
の
種
類
、

対
象
年
齢
が
変
わ
り
ま
し
た

受
け
ら
れ
る
年
齢
が
広
が
り
、
受
け

や
す
く
な
り
ま
し
た
。
予
防
接
種
の
種

類
と
対
象
年
齢
は
、
表
1
を
ご
覧
く
だ

さい。ま
た
、
表
2
に
予
防
接
種
を
行
っ
て

い
る
町
内
の
医
療
機
関
を
あ
げ
て
い
ま

す。⑦
定
期
以
外
の
予
防
接
種
は

従
来
と
お
り

表
1
に
載
っ
て
い
な
い
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
み
ず
ほ
う

そ
う
な
ど
の
定
期
以
外
の
予
防
接
種

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
本
人
（
保
護
者
）

が
希
望
す
れ
ば
、
受
け
ら
れ
ま
す
　
（
有

料です）。

⑧
予
防
接
確
を
受
け
る
と
き
の
注
意

予
防
接
種
は
、
細
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
を

体
内
に
入
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、
元
気

な
と
き
に
接
種
を
受
け
る
の
か
原
則
で

す
。
接
種
を
受
け
る
と
き
は
、
次
の
注

意
を
よ
く
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

1
予
防
接
種
を
受
け
る
と
き
は
、
お
子

さ
ん
の
健
康
状
態
の
わ
か
る
保
護
者

が
母
子
健
康
手
帳
を
お
待
ち
の
う

え
、
付
き
添
っ
て
く
だ
さ
い
。

‖
予
防
接
種
の
注
意
事
項
や
副
反
応
に

つ
い
て
説
明
を
医
師
か
ら
聞
き
、
受

け
る
か
ど
う
か
を
、
医
師
と
相
談
し

て
決
め
て
く
だ
さ
い
。

Ⅲ
予
診
票
を
記
入
し
て
、
医
師
の
診
察

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
予
診
票
は
各

医
療
機
関
と
役
場
の
保
健
衛
生
係
に

置
い
て
い
ま
す
。

し
て
、
育
児
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス

も
解
消
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
4
月
2
5
日
　
（
火
）
、
受

付
は
午
前
9
時
0
0
分
か
ら
1
0
時

ま
で

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

和
室

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
水
筒
、
タ

オ
ル
　
（
動
き
や
す
い
服
装
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
）

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
係

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4

※
　
『
わ
ん
ぱ
く
教
室
」
　
で
は
、
お

子
さ
ん
の
　
〟
こ
と
ば
の
相
談
〟

（
予
約
制
）
　
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
予
約
は
、
同
係
へ
電
話

で
ど
う
ぞ
。
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子育て方法論　理屈じゃ語れません
林田スマさん講演会

町じゃない、地域住民がまごころ込めて贈る手づくりの

諦流会。遠賀町青少年育成町民会議区民会談が主催した林

田スマさん講演会が3月12日、遠賀町中央公民館でありま

した。テーマはわたしの子育て簡閲記。アナウンサーとし

て藩閥中のスマさんのユーモアを交えたテンポあるトーク

は、会場をおとずれた約100人の皆さんを魅了しました。

リズム感あふれるおしゃべり、軽快なトーク

じゃましないようにそおっと・・・たって

お姉ちゃんたち一生懸命勉強してるんだもん

tZ i十 で：＼＿ 婆 � 
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幽 ����が3月11日、速質町中央公民館でありました。、 
どもたちに夢と感動を味わってもらえたちと」 

泌－ ����少年育成町民会談家庭部会の主催で行われたi 年が2回目。幼児から小学校低学年の児靖と・ 
∴　∴べ鞠　∴ ��� �約70人は、同公民館和室のタダミの上にどっ7 

一事影／し　ろし、たのしいひとときを過こしました。 　／子ともたちの元気な笑い声は、空まで届きそう 

ミーく／ 

小
さ
な
ほ
は
夢
色
に
染
め
て

島
門
小
学
校
一
日
体
験
入
学

今
春
、
小
学
校
入
学
予
定
の
子
ど
も
た

ち
に
学
校
の
雰
囲
気
に
少
し
で
も
な
れ
て

も
ら
お
う
と
、
各
小
学
校
で
新
入
庄
一
日

入
学
が
あ
り
ま
し
た
。

3
月
2
日
に
行
わ
れ
た
島
門
小
学
校
の

．
日
入
管
で
は
、
子
と
も
た
ち
が
小
さ
な

胸
を
期
待
で
い
っ
ぱ
い
に
ふ
く
ら
ま
せ
な

が
ら
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
の
授
業
風
景

や
学
校
内
の
施
設
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

【
平
成
1
年
度
小
学
校
入
学
予
定
者
▽
浅

水
小
六
十
四
人
▽
島
門
小
九
十
九
人
▽
広

液
中
六
十
五
人
　
（
3
月
2
5
日
現
在
）
】

巣
立
つ
、
思
い
出
か
み
し
め
て

小
・
中
学
校
で
卒
業
式

春
は
別
れ
の
季
節
な
の
か
な
あ
。
3
月
1
4
日

中
学
校
で
、
そ
し
て
1
7
日
小
学
校
で
卒
業
式
が

あ
り
ま
し
た
。
り
り
し
く
我
が
培
校
を
巣
立
っ

た
卒
業
生
の
数
、
中
学
校
二
百
八
十
七
人
　
（
遠

中
百
八
十
七
人
、
南
中
百
人
）
、
小
学
校
三
百

．
人
　
（
浅
木
小
百
四
人
、
出
門
小
百
二
十
人
、

広
渡
小
七
十
七
人
）
。
卒
業
生
た
ち
は
、
ひ
と

回
り
大
き
く
な
っ
て
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
く

れ
た
母
校
を
後
に
し
ま
し
た
。
が
ん
ば
れ
、
若

い
力
。
い
つ
か
は
、
き
っ
と
君
た
ち
が
遠
賀
の

ウ
エ
ー
ブ
を
巻
き
起
こ
し
て
く
れ
る
は
ず
で

す。
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全国大会出場を決めた、遠賀町の5人。前列右から
藤丸博美さん斉藤営さん後列右から石井大介さ
ん栴田和実さん、築竹具せさん

125人が描く、65歳の青春絵巻

今回が3回目、聖人式

65歳は、人生の節目。その節目を迎えて、

ますます健やかに第二の人生を「聖人君子」

のように過ごしていただこうと町が行ってい

る「聖人式」が3月19日ふれあいの里センター

でありました。午前中は、高野山真言宗慈明

院の住職古住明海さんの諦演を聞き

手に懇親会。センターにお年寄主 ふれた、そんな一日になりまし、 　　∴： まことの花咲かせるとき �ヽ． i／（∂ 

i／ 
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らはグラス片手

りの笑顔があふ
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境内に股けられた檎舞台で鮮やかな毎が奉修された

哩

遠
賀
町
の
5
人
、
息
も
ピ
ッ
ク
リ

北
筑
高
校
収
実
学
部
全
国
大
会
へ

今
に
も
、
写
真
か
ら
飛
び
出
し
そ
う
。
若
さ
は
じ
け
る
写
真
の
五
人

は
、
横
間
和
夫
さ
ん
　
（
上
別
府
）
、
石
井
大
介
さ
ん
　
（
東
和
苑
）
、
藤
丸

博
美
さ
ん
（
田
園
南
）
、
兼
竹
真
也
さ
ん
　
（
老
良
）
、
斉
藤
智
さ
ん
　
（
東

和
苑
）
。
こ
の
五
人
が
メ
ン
バ
ー
に
入
る
北
筑
高
校
の
吹
奏
楽
部
が
全

国
大
会
へ
。
昨
年
日
月
3
日
、
久
留
米
市
で
行
わ
れ
た
福
岡
県
高
等
学

校
文
化
祭
マ
ー
チ
ン
グ
部
門
で
福
岡
の
頂
点
を
極
め
て
の
拭
場
で
す
。

部
員
全
員
の
息
が
ピ
ッ
ク
リ
あ
っ
て
こ
そ
成
し
え
る
快
挙
。
ド
ラ
ム
メ

ジ
ャ
ー
を
努
め
る
梅
田
さ
ん
は
「
全
国
大
会
で
は
、
す
ぼ
ら
し
い
マ
ー

チ
ン
ク
を
披
露
し
て
き
ま
す
」
と
き
っ
ぱ
り
。
そ
の
全
国
大
会
は
8
月

6
日
、
新
潟
で
行
わ
れ
ま
す
。
五
人
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

湛
厳
、
拳
庭
、
ひ
の
き
舞
台
に
鮮
や
か
な
館

長
岸
寺
の
二
十
五
菩
薩
練
供
養

3
月
2
1
日
、
広
渡
の
長
岸
寺
で
二
十
五
菩
薩
練
供

賽
が
奉
修
さ
れ
ま
し
た
。
国
宝
の
阿
弥
陀
二
十
五
菩

薩
来
迎
図
を
目
の
当
た
り
に
し
た
と
い
っ
た
感
じ
の

こ
の
供
養
、
三
年
ほ
ど
前
か
ら
広
渡
区
民
を
中
心
と

す
る
同
寺
の
檀
信
徒
の
皆
さ
ん
が
構
想
し
、
衣
装
や

菩
薩
の
面
な
ど
は
す
べ
て
手
作
り
。
当
日
は
、
多
く

の
人
た
ち
が
訪
れ
。
彼
岸
の
ド
ラ
マ
を
満
喫
し
ま
し

た。
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五　言∴言霊： � 
譲闘発議闘闊 �遠賀町＼！？トバレーボール大会 ポールが柔らかいから手が痛くない。だれもがすんなり、 � 

とけ込めるスポーツ、ソフトバレーボールの大会が3月5日、 � 

勤労者体育センターでありました。26チームの選手たちは、 � 
邁賀町ナンバーワンの座をかけて大きなマシュマロのような � 
ボールをコート狭しと追いかけました。結果は次のとおり。 � 
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夢
の
よ
う
な
記
録
を
う
ち
た
て
た

ら
く
は
休
ん
で
い
ま
L
t

毎
日
約
五
時
間
の
猛
練
習

が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す

さ
わ
や
か
な
笑
み
を
満
面

緒
に
い
る
の
が
楽
し
い
の

ま
で
の
十
五
年
間
無
遅
刻

さ
ん
が
幼
稚
園
か
ら
高
校

を
う
ち
た
で
ま
し
た
。

れ
じ
ゃ
あ
十
五
年
間
、
一

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。

，も、

「
好
き
な
ん
で
す
学
校
丹
」

幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
帖
年
間
、

い
う
ピ
ア
ノ
の
教
師
。

’o英　日iノ　へ　た　小　‾‾　′」　　　　　雌　⊂　　畠山　一一　Vノ　　嬉　　跡、1人大矢　を 
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◆昇格　福祉係長＝lii崎多賀生（企画課主任） ���役 
◆異動　監査専任係長＝時松　治（福祉係長） 
◆新規採用　♭企画課＝藤井真之♭部面計画課＝木原弘善♭福 

祉課＝井口正彦、矢野雅子♭学校教育課＝費藤大吉♭社会数 
育謀＝磯谷智潅 ���場 

◆退職　♭3月31日付＝仲野吏（助役）D2月1日付＝一日 
マリ子（監査専任係長） ���の 

新規採用の6人です。よろしくお臓いします 

d ���人 事 
二石　　　　　　　　　　亀 ��ま4 し月 た1 0日 力付 ツけ 

；＿ 　　　　　　　　ヾW 　　　　　　　，‾三°ミ � 

語りは謹話勤 ��コで 内役 は掲 旧の 新人 属菖 異 動 が あ り 

へへ

「
女
優
に
な
る
の
か
ち
つ
ち
や
い
こ
ろ
か
ら
の
夢
だ
っ
た
ん
で
す
」
。
澄
ん

だ
瞳
を
輝
か
せ
な
が
ら
そ
う
話
す
の
は
、
中
央
区
の
古
賀
文
絵
さ
ん
。
4
月
1
5

日
に
封
切
ら
れ
る
映
画
「
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・
ギ
ャ
ン
グ
」
　
の
ヒ
ロ
イ

ン
役
を
演
じ
る
文
絵
さ
ん
は
、
そ
の
夢
へ
の
階
段
を
今
、
一
歩
．
歩
着
実
に
登

り
詰
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
映
画
の
出
演
者
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
応
募

者
は
な
ん
と
二
千
五
百
人
。
「
で
も
、
絶
対
選
ば
れ
る
と
思
っ
て
ま
し
た
」
　
の

言
葉
ど
お
り
、
見
事
に
射
止
め
た
ヒ
ロ
イ
ン
役
。
「
映
画
に
出
て
か
ら
、
共
演

者
の
人
た
ち
と
も
す
ご
く
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
い
ま
ま
で
の
人
生
の
中
で
、

「
絶
対
選
ば
れ
る
と
思
っ
て
ま
し
た
」
　
　
　
経
験
で
き
な
か
っ
た
す
ぼ

3
千
5
百
人
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
見
事
主
役
の

座
を
射
止
め
る
。
個
性
的
な
女
優
を
め
ざ
す

古
　
賀
　
文
　
絵
　
さ
ん

ら
し
く
て
大
き
な
も
の
を

つ
か
ん
だ
っ
て
感
じ
で
す

ね
。
外
か
ら
じ
ゃ
な
く
内

か
ら
映
画
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
し
、
き
っ
と
こ
れ

か
ら
の
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
」
。

現
在
、
高
校
2
年
生
の
文
絵
さ
ん
、
「
勉
強
と
仕
事
の
両
立
は
大
変
だ
け
ど
。

き
っ
と
や
り
遂
げ
て
み
せ
ま
す
」
と
フ
ァ
イ
ト
あ
ふ
れ
る
ひ
と
こ
と
。
映
画
の

撮
影
期
間
中
、
た
っ
た
の
三
時
間
し
か
睡
眠
時
間
が
と
れ
な
か
っ
た
日
も
あ
る

と
か
。
「
そ
れ
で
も
学
校
の
成
績
は
下
げ
ち
ゃ
い
け
な
い
と
自
分
に
言
い
聞
か

せ
て
い
た
」
と
い
う
頑
張
り
や
さ
ん
の
文
絵
さ
ん
。

さ
て
文
絵
さ
ん
が
主
役
を
つ
と
め
る
映
画
は
、
「
さ
わ
や
か
な
映
画
で
す
。

た
く
さ
ん
の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
た
か
ら

き
っ
と
い
い
結
果
が
出
る

と
信
じ
て
い
ま
す
」
。
大

き
な
瞳
に
満
ち
あ
ふ
れ
る

自
信
。
将
来
の
目
標
は
、

ず
ば
り
「
個
性
的
な
女
優

に
な
る
こ
と
」
。
1
6
歳
、

今
輝
い
て
い
ま
す
。

短
歌
（
お
ん
が
短
歌
会
話
釜
）

生
み
た
で
を
は
や
く
畷
れ
と
弟
の

漉
せ
る
卵
は
こ
の
手
に
湿
し

大
場
　
房
江

朝
市
に
包
み
く
れ
た
る
新
聞
に

短
歌
載
り
お
り
土
は
ら
い
読
む

藤
沢
　
国
子

河
中
　
指
書
選

プ
テ
ッ
ク
に
光
う
ら
う
ら
遊
び
い
て

夢
売
る
ご
と
し
番
の
マ
ネ
キ
ン

一
団
　
房
子

自
動
車
の
絵
ば
か
り
描
き
し
幼
子
の

は
が
き
来
り
ぬ
元
日
の
あ
さ

久
野
き
よ
の

久
し
く
は
蓬
は
ね
ど
友
は
還
暦
を

迎
ふ
る
と
あ
り
薬
普
な
つ
か
し

河
原
タ
ツ
ミ

俳
句
（
遠
賀
俳
奏
句
会
抄
）

傷
の
頭
に
髪
の
ざ
ん
ば
ら
冷
ゆ
る
な
り

柴
田
と
も
子

ほ
っ
こ
ら
と
欧
の
日
だ
ま
り
冬
耕
す

小
野
多
恵
子

披
璃
越
し
に
鳥
を
見
て
い
る
風
邪
ご
も
り

岩
萩
　
信
江

梅
の
香
や
気
ぐ
ら
い
失
せ
は
老
易
し

川
上
　
久
夫



・一一・一

鐘
の
あ
な
た
を
露
し
ま
す

広
渡
小
卓
球
ク
ラ
ブ

跡
と
手
先
を
使
う
の
で
、
健
康
づ
く

り
と
能
力
ア
ッ
プ
に
最
適
で
す
U
高
齢

者
の
皆
さ
ん
も
お
気
軽
に
と
う
ぞ
「
〕

●
日
時
　
毎
週
水
醐
H
、
牛
後
1
時
0
0

分
－
9
時
3
0
分

●
場
所
　
広
渡
小
字
校
体
育
館

●
対
象
　
小
字
生
以
上

●
会
費
　
▽
小
・
中
写
生
＝
ス
ポ
ー
ノ

保
険
料
の
み
▽
大
人
＝
年
　
五
千
円

（
ス
ポ
ー
ノ
保
険
料
含
む
）

●
申
し
込
み
　
萩
尾
修
身
さ
ん

℡

　

（

2

9

3

）

　

0

1

1

6

義
さ
ん

●
会
替
（
・
六
十
日
　
（
初
回
時
全
納
）

●
申
し
込
み
　
5
月
1
日
ま
で
に
川
村

栄
誼
さ
ん
へ

℡
　
（
2
9
2
）
　
6
4
2
2

時
3
0
1
予
～
9
時
飾
分

●
渇
新
　
造
質
南
中
宰
校

●
対
象
　
高
校
生
以
上

●
全
費
　
用
　
五
占
用

●
申
し
込
み
　
富
原
征
四
郎
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
1
3
1

遠
賀
剣
道
連
盟

∨
フ
ト
ポ
ー
ル
同
好
会

初
心
害
向
け

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

こ
れ
か
ら
テ
ニ
ス
を
始
め
て
み
よ
う

と
思
わ
れ
る
方
は
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
ラ
ケ
ソ
ト
の
握
り
方
か
ら
ゲ
ー

ム
が
楽
し
め
る
ま
で
指
導
し
ま
す
。

●
日
時
　
5
月
9
日
か
ら
毎
週
火
・
金

曜
日
、
午
後
1
時
－
9
時
　
（
十
回
）

●
場
所
　
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

●
コ
ー
チ
　
井
村
栄
記
さ
ん
、
山
田
正

健
康
の
た
め
、
好
き
な
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
を
。
未
経
験
者
も
大
歓
迎
。

●
日
時
　
毎
月
第
二
・
回
士
醒
H
、
年

後
1
時
0
0
分
－
9
時
0
0
分

●
場
所
　
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ン
ト

●
対
象
　
四
〇
歳
以
上
の
人

●
会
費
　
入
会
金
　
丁
目
　
（
道
具
代
）

年
　
五
千
円
　
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
含

む）
●
申
し
込
み
∴
接
尾
修
身
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
1
1
6

遠
賀
青
年

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

ハ
レ
ー
ポ
ー
ル
が
好
き
な
人
大
歓

迎
。
明
る
さ
が
と
り
え
の
我
が
チ
ー
ム

に
入
っ
て
見
ま
せ
ん
か
。
と
り
あ
え
ず

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
毎
週
水
・
土
曜
日
、
午
後
1

剣
道
で
心
と
体
を
鍛
え
よ
う
ー
・
〝
コ

テ
ー
・
メ
ン
・
ト
ー
〟
と
大
き
な
声
で

一
＝
え
る
元
気
な
予
と
も
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
女
の
子
も
大
歓
迎
。

●
場
所
・
目
時
　
▽
第
一
武
道
場
＝
毎

週
月
・
金
曜
日
▽
遠
賀
南
中
学
校
武

道
場
＝
毎
週
水
・
土
曜
日
▽
島
門
小

学
校
体
育
館
＝
毎
週
水
・
上
堀
口
、

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
6
時
か
ら
1

時
5
0
分
ま
で

●
入
会
希
望
者
は
4
月
2
4
日
　
（
月
）
　
午

後
6
時
に
第
一
武
道
場
へ

●
会
費
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
　
石
松
改

ざ
ん
℡
　
（
2
9
3
）
　
2
9
9
4

高
校
生
以
上
の
人
な
ら
と
な
た
で
も
と

う
そ
こ
初
心
者
大
歓
迎
で
す
へ
）

●
目
時
　
5
月
2
2
日
か
ら
6
月
1
7
日
ま

で
の
毎
週
火
・
木
・
上
鵬
日
午
後
2

時
～
4
時
、
牛
後
1
時
～
9
時
の
二

掛
川
納

●
場
所
　
総
合
運
動
公
問
内
弓
道
場

●
会
費
　
丁
目

●
申
し
込
み
∴
池
田
紀
元
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
4
1
1
9

遠
賀
ク
ラ
ブ

（
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

合
気
道
一
心
会

入
部
す
る
な
ら
今
が
チ
ャ
ン
ス
」
　
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
で
気
持
ち
い
い
汗
を
流
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
見
学
自
由
。

●
日
時
　
毎
週
火
・
金
曜
日
、
午
後
1

時
0
0
分
－
9
時
3
0
分

●
椙
所
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

●
対
象
　
女
性

●
会
費
　
月
　
千
円

●
申
し
込
み
　
石
橋
初
美
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
6
5
8
5

弓
　
道
　
教
　
室

一
度
、
弓
を
引
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

合
気
道
で
心
と
体
を
鍛
え
ま
せ
ん

か
。
惜
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん

昇
段
も
あ
り
ま
す
〈
）
護
身
、
肥
満
の
解

消
、
健
撮
増
進
に
役
立
ち
ま
す
。

●
日
時
　
毎
週
月
・
余
暇
H
、
午
後
6

時
5
0
分
－
8
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遼
綴
南
中
学
校
式
道
場

●
対
象
　
小
学
5
年
生
か
ら
ー
股
ま
で

の
男
女

●
入
会
希
望
者
は
月
・
金
離
日
の
牛
後

6
時
ま
で
に
違
質
南
中
撃
校
武
道
場

へ

●
会
費
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
　
多
田
芳

雄
さ
ん
℡
　
（
2
9
3
）
　
4
1
2
0

レ
ク
り
エ
ー
シ
∋
、
／

夕
、
／
ス
サ
ー
ク
ル

●
日
時
・
場
所
　
▽
昼
の
部
　
第
一
武

道
場
＝
毎
月
第
二
・
四
火
曜
日
、
午

前
1
0
時
～
正
午
▽
夜
の
部
　
広
漉
公

民
館
＝
毎
月
第
二
・
西
木
堀
口
、
午

後
1
時
0
0
分
－
9
時

●
会
費
　
月
　
八
百
円

●
対
象
　
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

●
申
し
込
み
　
夜
の
部
＝
梅
田
典
子
さ

ん
℡
　
（
2
9
3
）
　
3
6
1
1

昼
の
部
＝
梅
田
や
す
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
6
0
4
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女
性
コ
ー
ラ
ス

「
こ
も
れ
ぴ
」

い
っ
し
ょ
に
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

健
康
に
と
っ
て
も
良
い
し
、
心
も
体
も

十
巌
は
若
返
り
ま
す
よ
。
見
学
も
ど
う
ぞ
。

●
日
時
　
毎
週
上
欄
日
、
午
後
2
時
～

4
時

●
場
所
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
富
楽
室

●
会
費
　
月
　
二
千
円

●
申
し
込
み
　
官
用
益
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
4
1
9
9

分
－
9
時
5
0
分
※
5
月
開
設
予
定
の

初
心
者
の
部
は
、
毎
週
末
昭
H
、
午

前
1
0
時
～
正
午

●
場
所
　
松
ノ
本
公
民
館

●
対
象
　
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

●
会
費
　
入
会
金
　
千
円
、
月
　
二
十

円
●
申
し
込
み
　
末
田
初
子
さ
ん
℡
　
（
2

9
3
）
　
4
1
5
8
ま
た
は
、
岡
村
和

美
さ
ん
℡
　
（
2
9
3
）
　
3
3
1
0

日
、
午
後
8
時
～
9
時
0
0
分

●
対
象
　
女
性

●
会
費
　
入
会
金
　
千
五
百
円
、
月

二
千
円

●
申
し
込
み
　
岩
邁
七
美
恵
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
3
6
1
3

遠
賀
太
鼓
の
会

手
　
綱
　
教
　
室

健
康
ア
イ
体
操

フ
ォ
ー
ク
タ
、
／
ス
同
好
会

世
界
の
名
曲
に
の
っ
て
、
美
容
と
健

康
の
た
め
、
さ
わ
や
か
な
汀
を
流
し
ま

せ
ん
か
。

●
日
時
　
毎
週
金
曜
日
、
午
後
1
時
5
0

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ダ
ン
ス
、
ス
ト
レ
ッ

チ
な
と
の
動
き
の
中
で
心
と
身
体
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
。
今
よ
り
少
し
だ
け
体
力

U
P
・
筋
力
U
P
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
・
場
所
　
▽
第
一
武
道
場
＝
毎

週
月
昭
H
、
年
前
1
0
時
1
5
分
－
日
時

4
5
分
▽
広
纏
公
民
館
＝
待
遇
火
鵬

気
軽
に
薄
れ
る
セ
ー
タ
ー
や
カ
ー
デ
ィ

ガ
ン
、
流
行
に
合
わ
せ
た
編
み
方
、
初

心
者
の
方
か
ら
手
編
み
の
好
き
な
方
、

皆
で
楽
し
く
編
物
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
毎
週
金
棚
H
、
年
前
1
0
時
－

正
午

●
楊
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

●
会
費
　
月
　
二
十
日

●
申
し
込
み
　
野
中
ア
ヤ
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
2
0
6
5

連
鎖
町
に
伝
統
芸
能
を
・
・
・

楽
譜
で
練
習
し
ま
す
の
で
、
初
心
者

も
簡
単
に
打
て
ま
す

●
日
時
　
毎
週
火
・
土
曜
日
、
午
後
8

時
～
9
時
5
0
分

●
塘
所
　
浅
木
小
学
校
武
道
場

●
対
象
　
小
学
生
以
上

●
会
費
　
無
料

●
申
し
込
み
∴
秦
総
．
郎
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
2
1
9
8

●
日
時
・
場
所
　
▽
田
園
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
＝
毎
週
水
曜
日
、

午
前
1
0
時
－
正
午
▽
松
ノ
本
公
民
館

＝
毎
週
金
曜
日
、
午
前
1
0
時
－
午
後

3
時
▽
夜
間
教
室
は
毎
週
水
曜
日
、

午
後
6
時
～
8
時
。
自
宅
で

●
会
費
　
入
会
金
　
千
円
、
月
　
二
千

五
百
円

●
申
し
込
み
　
吉
江
政
子
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
5
1
6

遠

賀

俳

句

会

編
み
物
教
室

コ
ツ
コ
ツ
編
む
の
か
好
き
な
方
。
お

し
ゃ
べ
り
が
好
き
な
方
。
楽
し
み
な
が

ら
世
界
で
ー
枚
の
作
品
、
お
友
達
と

い
っ
し
ょ
に
作
り
ま
せ
ん
か
。

老
人
大
学
で
、
俳
句
請
嬢
を
面
白
半

分
に
受
講
し
て
か
ら
病
み
つ
き
に
な
り

ま
し
た
。
初
心
者
の
方
、
お
気
軽
に
の

ぞ
い
て
見
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
毎
月
第
．
・
－
二
金
醐
H
、
牛

後
1
時
－
3
時

●
場
所
　
遠
質
町
中
央
公
民
館

●
会
費
　
月
　
五
日
目

●
申
し
込
み
∴
玉
野
信
彦
さ
ん

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
1
0
7



くらしの

納税　一一一ヽ

自動車税

月1日1月iまで

役場293－1234

建設省速鵜川工華事務所は、3

月22日、23日に芦屋町から遠質町

にかける一講に放駐された廃船や

沈没船、船台など23件を撤去しま

した。

同事務所では、これらを廃棄物

として6か月間保管します。所有

者は、建設省遠賀川工事事務所中

間出張所℡（245）0154へ

申し出てください。

●物件・船の登録番号など

物ノへ悼 �船の登捕号等 

FRP船 �290－9367　色一黄 

FRP船 �船外機船　色一白 
FRP船 �DOUBEL　色一橙 

FRP船 �船外機鉛　色一青 
FRP船 �船外機船　色一昔 
FRP船 �船外機鉛　色一日 
FRP船 �290－1304船内外鰭船 

FRP船 �船外機船　色一水色 
木造船 �290－25347　沈没船 
FRP船 �270－00683　沈没船 

FRP船 �沈没船　　　色一帯 
船　　台 �鉄製 
船　　台 �鉄製タイヤ付き 
船　　台 �鉄製∵　　　色一黙 

〆

不要Iこ磨った

鯉のぼりを
おゆすりください

町教育委員会では、毎年春

に行っている「子とも祭り」

で飾る鯉のぼりを探していま

す。こ家庭で不要になった鯉

のぼりがありましたら、社会

教育課までご一報ください。

℡（293）1234

カラオケのチャリティー発表会

4月30日（日）
正午～午後5時　一

遠賀コミュニティーセンターホール
一般の出場者を受け付けます（先着10人）。

希望者は、4月20日までに霊歌鰻重へ申し込み
ください。℡（293〉割け9

西
川
の
放
置
船

初
級
英
会
話
教
室
の

．
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

先
着
順
受
付
、
2
5
人
ま
で

平
成
1
年
度
の
初
級
英
会
話
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
町
教
育
委
只
会
で
は
、

で
き
る
た
け
多
く
の
皆
さ
ん
に
英
語
に

ふ
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
前
回
受
講
さ
れ
た
人

の
申
し
込
み
は
ご
遠
慮
い
た
だ
き
ま
す
。

●
と
き
　
5
月
1
1
日
か
ら
1
0
月
2
6
日
ま

で
の
毎
週
木
曜
日
、
午
前
1
0
時
4
0
分

か
ら
正
午
ま
で

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
会
議

室

●
申
し
込
み
　
4
月
1
2
日
　
（
水
）
　
か
ら

2
6
日
　
（
水
）
　
ま
で
に
中
央
公
民
館
事

務
室
へ
℡
　
（
2
9
3
）
　
1
3
5
5

生
涯
学
習
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
と
き

運
賃
町
寿
大
学
講
座

対
象
は
0
0
歳
以
上
の
人

●
と
き
　
6
月
1
日
　
（
木
）
　
か
ら
　
（
合

計
十
二
回
）

●
と
こ
ろ
　
遼
質
町
中
央
公
民
館
と
ふ

れ
あ
い
の
里

●
対
象
　
0
0
歳
以
上
の
人

●
定
員
　
百
五
十
人

●
内
容
　
午
前
の
教
義
コ
ー
ス
（
門
田
）

と
午
後
の
専
科
コ
ー
ス
　
（
九
回
）

▽
ふ
れ
あ
い
の
型
＝
か
な
華
道
、
ア
ー

ト

フ

一

フ

ワ

I

▽
中
央
公
民
館
＝
唱
歌
、
気
功
、
園
芸
、

歌
謡

●
申
し
込
み
　
5
月
9
日
ま
で
に
各
地

区
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
さ
ん
ま
た

は
、
中
央
公
民
館
事
務
室
へ

●
受
講
料
‥
」
無
料
、
た
だ
し
実
習
教
材

質
は
受
講
者
負
担

●
そ
の
他
　
初
め
て
の
人
を
優
先
し
ま

す
。
会
場
間
の
移
動
は
各
自
で
お
願

い
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館
事
務
室

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
3
5
5

子
ど
も
の
本
を
楽
し
む

児
童
文
学
講
座
を
開
醸
し
ま
す

お
子
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
ど
う
ぞ

●
と
き
　
5
月
2
3
日
か
ら
1
0
月
4
日
ま

で
の
十
二
回
コ
ー
ス
、
午
前
1
0
時
か

ら
正
午
ま
で

●
と
こ
ろ
　
違
算
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
予
と
も
の
本
を
楽
し
み
た
い

大
人
な
ら
ど
な
た
で
も

●
定
員
　
三
十
人

●
内
容
　
子
ど
も
の
本
を
深
く
広
く
楽

し
み
ま
す

●
申
し
込
み
　
5
月
9
日
ま
で
に
中
央

公
民
館
事
務
室
へ
℡
　
（
2
9
3
）
　
1

3
～
5
※
小
さ
い
お
子
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
参
加
さ
れ
る
人
は
、
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

お
題
は
「
笛
〇
・
平
成
8
年

歌
会
始
の
詠
進
歌
を
募
集

筋
切
り
は
9
月
紬
日

●
お
題
　
∋
苗
合

●
詠
進
方
法

▽
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
一
人
一
首

と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

▽
用
紙
は
草
紙
　
（
和
紙
）
　
を
使
い
、
毛

筆
で
日
豊
し
て
く
だ
さ
い
。
視
覚
障

害
の
方
は
、
点
字
で
詠
進
で
き
ま
す
。

病
気
や
身
体
障
害
の
た
め
白
菖
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
他
人
が

代
範
し
て
も
揃
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の

場
合
に
は
、
別
の
紙
に
代
筆
の
理
由
、

代
筆
者
の
住
所
、
氏
名
を
曹
い
て
詠

進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。

▽
半
紙
を
横
長
に
用
い
　
（
炭
約
二
十
刑

へ
。
イ
∴
∴
i

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
約
三
十
三
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
、
右
半
分
に
お
題

と
歌
、
右
半
分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
（
本
名
ふ
り
が
な
）
、
生
年
月
日
、

職
業
を
縦
書
き
で
書
い
て
く
だ
さ

●
申
し
込
み
　
9
月
5
0
R
　
（
当
日
消
印

有
効
）
　
ま
で
に
郵
送
　
（
封
筒
に
「
詠

進
歌
」
と
記
入
）
あ
て
先
は
〒
m
東

京
都
千
代
田
区
千
代
田
一
－
一
宮
内

庁



そっと目をとじて3年間を振り返る。嬉しかったこと、

悲しかったこと、億かしい思い出がまぶたの裏のスク

リーンに映し出される。「卒業式ってドラマチックだね」

写具は、遠賀中学校卒業式のひとコマです。

南蓑ヵ条2月霧

救急遠賀町　　　　32件

．　郡　内　　196件

火災遠賀町　　　　2件

部　内　　　　7伴

一一‘当

チャレンジキャンプの参加者募集

県立少年自然の家「玄海の家」では、自然の中で
の体験活動をとおして、子どもたちの発達段階に応

じた環境教育の充実を図るため、チャレンジキャン

プを開催します。

●期　日

▽春＝5月3日－5日▽夏＝7月31日一8月6日

▽秋＝10月14日一15日▽冬＝1月13日一15日

●対　象

小学5年生から中学3年生までの児童・生徒で、

●内　容（予定）

テント生活、野外炊飯、環撹チャレンジ探検、

水浴、ナイトスイミング、森の観察など
●参加費

4回で22．000円程度（各回ごとに集めます）

●申し込み・問い合わせ
ハガキに住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、

電話番号、学校名、学年、保護者氏名、緊急連絡
先（自宅以外）を書いて4月22日までに申し込み

〒811－35玄海町大字神湊1276「玄海の家」

℡0940（62）2511
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談
室
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予
約
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民
相
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律
・
不
動
産
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行
っ
て
い

ま
す
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ず
れ
の
相
談
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穏
話
予
約
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必
要
で
す
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●
法
葎
相
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相
談
日
時
　
毎
週
金
曜
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後
1

時
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時
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談

▽
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▽
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岡
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付
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験
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3
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ま

れ
た
人

●
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日
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福
岡
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宮
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で
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範
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＝
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る人（
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▲ノ 
国民年金についてのお尋ねは、　　　厚　　役場国保年金係℡（293）1234へ 

千丁 �Jfi：H � �88日菓音曲∃漢に「∃漢音事案教皇 

この春から、2つの特例措置 ���幸個言霊　ぜひご一読ください 　‾iB〝“ 
田袈 

年金制度は、難しいもの。だからといって保険料を未納のままにしておいたり大切な届

け出を忘れたりすると、将来年金が受けられなくなるなどの不利益をこうむることがあり

ます。そこで、4月から、このような人たちを救済するための特例措置が開始されます。「年

金を受けるには、保険料納付済期間と保険料免除期間をあわせて原則25年以上必要です」。

このことをまず、頭に置いて、2つの特例措置を見てみましょう。

屈曲期間は平成9年3月まで　　l 　　　　　　　　　　／ 

ほ騎開聞躍税制甜晴i営霞 

、＼小二、＼ 

∴　　　　∴ � グ／／メ ／／ク �恕年金者をなくすために 

88漢∴∴∴： �88欄間閉園敬譲捌【亡妻訓1m椅 

現在、保険料の未納が原因で65歳まで任意加入しても年

金を受給するための期間がたりない人がいます。

このような無年金者をなくすため、4月から65歳以上70

歳未満の間も任意加入ができるようになりました。今まで

垂金をあきらめていた人も、もう一度自分の年金を点検し

てみてください。

この制度を利用できる人は、『①平成7年4月1日現在

で40歳を越えている（965歳までに老齢基礎年金の受給資格

腰が25年に満たない』。この2つの要件を満たしている

人です。

第3号被保険者は本人の結婚、雑婚、退職、出就職のと
き、また配偶者の退職、再就職、死亡なとのときに、その
つど届け出が必要とされています。

もし届け出がされなかった場合、その期間が未納となっ

てしまい、将来、年金が受けられなくなる・満額の年金が

受けられないなどの不利諒をこうむることになります。

このような人を救済するために4IIl Hから、届け出を

するだけで第3号被保険者の未納期間が納付済期間として

認められることになりました。たたしこの特例届出ができ

るのは平成7年4月から平成9年3月までの2年間だけで

㊧塞3つ務ま急
農葉や自富豪の人柱とは

日本国肉に庄んているき要、激禦、自著豪、自由疎

などのサラリーマンで重し1人、学生、無意の人篤と

で20慮以上60越宋渇の人は第1号破保験書となりま

も加入の手旗きゃ保虜鼠の納付は、市区町栂役場
で行い墓標

㊧
e

一山∴∴誌護畿第2号観保験書に扶簾されている聞古で、20越以

会社や役捌こ勤める人は　　　　　　　　　　上00機末濃の人は、第3号穀尿酸劃こ穏りまま書庫

会社や捜所に勤めるサラリーマン、OLは、慮生年　　尿酸鉦などを持って、a住まいの市区町棚このす

金や其済組合に加入しますが、同時に国民年金の第　　届け誰をしてくださいe保庚勘お事生年合や美
2号桓保険香でもあります。　　　　　　　　　漬組合の方で員握する佐織勃こなってLlますが

原生年会への加入手続や保線駒の納付慮、事業王　　ら、ご自分でののろ的副食ありません。

がやってくれますが、第1号一第2号への種別変更

届は、個人で語うめ妻があります。

； � � � �－、 � � � 

1 � � � � 
平成7年 �3月末日現在（）は ��������ii月比 

胴 �数 �5875（十g） 

二＼炎 �国＼ �79，7億（＋43） 

●男・・ ●転入 ●出生 �・9 �，126●女…10，026 177●転出…132 ・・14●死亡i…i∴16 �������� 
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